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右
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節
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ら
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れ
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そ
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由
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初
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は
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體
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さ
れ
る
か
ら
で
あ 

る
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1
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最
小
自
乘
法
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又
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萬
圓
と
發
表
さ 

叫
^.
と
す
■
ば
，
こ
.の
芄
萬
_
は
^

^
甩
0.
寶
上
合
甜
で
ぁ
グ
化.從
で
ぞ
0:
^
ち

忆

比

季

锨

的

ゆ

賣

上

の

堦

抓

す

る

時

期

^
>
、
.
.
.
そ

の

觀

徵i

の
紙
計
的
狐
宛
に
弧
て
 

五
+ 

c
i

ニ 

i)



サ
f
. 

%

變
動
の
統
計
的I

就
て 

i
 

S

I 

.
1

對
の
時
期
も
共
に
包
含
さ
れ
て
：ゐ
るa

l

:つ
：1

.奢

1

こ
か
事
は
與
‘
ら
れ
た
餘
字
が
年5

で
I

場
f

會
同
様
货
あ
る
。
；f

ば
昨
f

f

市
場
金

利

の

：
統
計
に
於
て
商
業 

手
形
の
全
年
平
5
 

^

o

f
 

0

^

.

^

^

^

^

^

 

0

で
あ
る
か
ら
、
季
節
の
影
響
は
相
殺
さ
れ
て
ゐ
.翁

に

な

る

。
故
に
若
し
月
別數
字
の
與

へ
ら
れ
た場
合

で

も
、
士
ー

ヶ

月

分

を

今

卜 

す
る
か
又
は
十1

1

ヶ
:i
Q
平
均
を
ォ
め
れ
ば
季
節
變
®
は
萬
然
排
去
さ
れる

事
に
な
る
の

で

あ
る
。
そ
し
て
季
節變
動
が
排

除

さ
' 
S
 

ば
、
こ
、

原
數
と
の
差
S

比
か
ら
季
節
灣
そ
の
も
の
を
I

I

が

(
R
a
t
f

 . I
2
-
M
l
h
s

 :
?
v
%

 

麥

rage^

そ

の

方

法

|

|

:

|

|

:±
:

言

'
十
一
^

ま
で
霉
均
を
求
め
、
次
に
二
月
か
ら
十f

 (

即
ち
次
年
.の
一
月)

ま
で
の
平
均
を
求
め-
:曾

は

一

肯

か

：ら
次
年
のI 

f
 

で
平
I

I

以
I

檨
に
し
で
霞
の
f

ま

の

甚

を

行

ふ

。(

f

の

.
：
.
育

1

ら
次Q

で
平
均
を
八
月
i

、
以
卞
'同
様
に
す
る
。:併
し
I

を
期
'r'
:

l
ば
、
斯
く
て
求
办
た
移
動
平
均
に
更
に
ニ

ヶ

月

擊

算

I

囊

。
言

れ

ば

一

着

t
 

i

l

l癸

I

I

I

I

I

あ
る

か

ら

こ

れ
I

月
S

け

墙

か

眾

ヶ

月
S

I

生
J

t

、
と

腐

f

盤

1

證

|

く

七
月
S

い

た

値
と
八
 

月
|

.
た
値
と
を
年
均
し
、
兵

を
f

 

I
か
ね
ば
な
I

い
の
で
あ
る
。
八
月
以
下
に
，就
て
も
同
様
で
あ
る
か
ら
、
要
q
る〕

.

I

i

;

f
 盤

$

|

 つ v
.
f

4

產

 

f

 旧
l

l

l

s

f

 

1

1

^

^

し
て
値
少
な
る
を
常
と
す
各
か&,
、
，
普
通
の
場
合
に
は
斯
か
る
修
圯
は
必
ず.し
も
必
耍
で
は
無
い
や
う
で
あ
る
。0

5
移
®
平
均
が
求 

め
ら
れ
た
.
&ら
：ば
、：：顧
次
に
原
數
を
そ

：

の
該
當
す
る
移
動
平
均
値
で.割
夕
て
、
い
原
數
の
平
均1に
對
す
る
比
を
.求

め

る-°
例

へ

ば

七

月
 

の
原
數
を
そ
の
月
に
置.
.か
れ
た
平
均
値
で.割
り
、
：八
月
の
原
猶
を
そ§
月
の
.平
均
値
で
割
り
、
以
下
最
後
ま
で
と
の
計
箅
を
行
ふ
の
で 

あ
る
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四〕

十
ニ
ヶ
月
移
動
平
均
は
そ
の
性
質
上
、
最
初.の.六
ヶ
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と
最
後
の
六
ヶ
月
，と
に
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か
る
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き
値
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得
ら
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な
い
か
ら
、
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へ
ば
與
へ
ら
れ
た
原
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が
十
年
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に
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つ
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も
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、
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れ
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月
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表
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を
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め.ね
ば
な
ら
ぬo '

代
表
値
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勿
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均
値
に
外
な
ら
な
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こ
の
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合
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平
均
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；り
も
寧
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中
位
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ひ
は
中
央
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術
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均
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さ
れ
る
0
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多
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き
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與
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れ
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互
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別
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し
^
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要
；.で
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な
い
0 :

單
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の
順
に
配
列
し
セ
中
央
項
を
採 

れ
ば
ょ S

 
の
’で 

4
0,
て
、'
.例
へ
ば
—
月
に
就
：て
言<

^
.8
6

.7
8

.7
8

.7

.
6.7
6

.7
4

.7
2

.7
0

.7
0

.6
B

.6
8

.6
6

.6
6

.6
4
と
亂
列
す
れ
ば
中
位
數
が
な
り
な
る
事

.

. 

0
. 

0 0 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o

は
明
か
で
あ
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併
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中
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の
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と
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て
、
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そ

0
連
酿
比
率
を
求
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る2

月
の
連
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〇
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中央八功
の卒均1 連鎖比率

一 A 0.73 100

月 0.92 92

三 . 月 , 1.19 109

四 月 0.86 94

五 月 1.06 100 ：

六 :月
1.05 105

七 月
0-86 90

八 B i，04:’: 93

プb 1.17. 109

'十 月 1.04 114 :
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■十二:及 1.06 .130 :

n 9 5 ；
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簡
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〇*四」

六

を

ニ

月

の

九

ー

.一

に

加

へ
、
そ
の
-
一
倍
の
〇
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て
各
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總
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ー
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〇
〇
と
な
る
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が
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め
ら
れ
る
の
で
あ
る
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....... ...... JJ „
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ニ n ' 92 86
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n 110 10 3；

四 n 95 88

五 月 102 95:

六 月 107 99

七 月 93 87

八 月 96 9.0
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十 月 118 110
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な
る
か
ら

,
|
般
に
1
0

的0
丨
9
!
1
>
我
1
十(
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得
た
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れ
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平
均
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で
割
れ
ば
十
ニ
ケ
月
の
合
計
が
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§

に
な
る
と
こ
ろ
の
季
節
指
數
が
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ら
れ
る
。
こ
の
指
數
を
前
の
算
術
的
配
分
法
に
ょ
つ
て
得
た
指
數
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比
較
す
れ
ば
、
雨
者
の
甚
だ
類
似
せ
る
を
見
る
で
あ

6
ぅ
。
こ
れ

. 

• 

•. 

~ 

.

.
: 

. 
ニ
 

.. 

.. 

-
<
,
•

••
-
1
-
.
 

.

.

.

.

— 

.
..

.

.

.

.

は
始
め
のV

月
と
終
り
の
一
月
と
の
差
が
僅
少
な
る
が
爲
で
ぁ
っ
て
、
總
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の
場
合
に
か
ぅ
な
る
と
汶
限
ら
な
ハ
の
で
ぁ
る
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し
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得
ら
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季
節
指
數
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平
均
値
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比
を
示
す
も
の
'
即
ち
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型
的
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値
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値
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の
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節
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節
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又
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又
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湫
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又
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又
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八
及
び
汜
は
單
に
單
位
を
異
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
：、
«
に
'ょ
0
て
季
節
變
動
を
除
去
す
る
方
法
は
<
に
ょ
る
方
法
と
全
く
同
じ 

.で
あ
る
。
然
る
にc
は
八
及
び
3
と
全
く
權
成
が
異
る
か
ら
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
季
節
變
動
を
除
去
す
る
方
法
も
異
つ

.て

來

る

_

け

で

あ 

る
0

0
は
上
述
.の
：如
く
酉
分
比
偏
差
を
示
す'も
の
で
あ
：る
か
ら
、.こ
れ
に
ょ
つ
て
關
係
數
曲
線
を
季
節
變
動
曲
線
と
.季
節
變
動
に
影
響 

さ
れ
ざ
る
.曲
線
と
に
分
解
し
う
る
の
：で
、.こ
の
點
に
於
て
<
及
び
5
が
與
へ
ら
れ
た
系
列
そ
の
も
の
を
分
解
し
う

る

の

と

は

趣

き

，
を

異

.
に
.す
る

：。

' 

、
.
‘

.

.

.

，

.
'
-，

'
四
ノ
季
節
變
動
に
於
け
る
南
然
的
及
人
爲
的
要
素
の
分
解
：
.
.
：
.
：

季
節
變
動
.を
生
ぜ
し
む
：‘る
原
因
は
、
旣
述
CO
如
く
、
時
に
：は
天
候
の.如
き
自
然
的
現
象
で
あ
り
、
，又
時
に
は
制
度
及
び
習
慣
の
如
き 

人
爲
的
現
象
で.め
る
：0
こ
れ
ち一 1

ヶ
€>
原
_

は
素
ょ
り
單
獨
に
作
调
す.る
事
が
あ
汉
う
る0
例
へ
.ば
降
雨
量
や
溫
度
の
如
き
も
の
.は
全 

く
自
然
的
原
因
.に
®V

も
.

Q.

で
、
.毫
も
人
爲
的
原
因
に
右
左
さ
れ
な
い
し、
；
X 

ノ如
き
，は.明
か
に
-
<爲
的
原
.因
の
み
に
寒
く
も
の
と
言
へ.る
で
あ
ら
う
。

.

然
る
.に

：
こ

，
の

自

然

时

及

び

人

爲

的

の

.：：1爾

因

：は

幾

多

の

經

濟

現

象

に

：
於

て

：
は

> 
大
な
，る
程
度
に
協
働
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
或 

ぺ
る.現
象
：に
就
て
：'測
定
：さ

れ

た

議

變

動

指

數

暮

11

要
素
：の
合
成
と
認
め
ら
机
る.の
'で
あ

る

。

»

へ

ば

一

百

の
交
通
旦
旱
の
減
少
は
、
•

一
 

部
は
氣
候
寒
冷
の
結
媒
で'あ
：び
、
：
1
'

部
は
曆
日
の
少
い
結
來
で
：あ
る
か
：ら
、
畢
書
然
的
原
因
と
人
爲
的
原
.因
と
の
合
成
的
結
來
と
認 

:め
ざ
る
'を
得
緣
い
-:
0
こ

の

種

の

；
現

象

淞

救

»
に

遑

：
な

费

ほ

ど

多

數

#
在
す
る
か
ら
、
問
題
は
求
め
ら
れ
た
，季
節
指
數
奢
M
に
分
解
し
' 

;幾

何

：
が

自

然

的

原

因

H

幾
何
亦
人
爲
的
原
靡
に.歸
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れ
る
か
を
^
^
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る
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ふ
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る
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素

の

結

合

：
は

太

部

分

.の
；場
：合
栏
每
年
同
ニ
條
件
の.下
に
行
は
れ
^
。

前

述

の

，
一
ー
月
の

*

‘50
|
-#
:
に

就

て

見

て

も

、

一
一

.月

は%:
年

必

ず

氣

候
 

上

最

も

寒

冷

な

月

..に

屬

し

、
：
同

時

：
に
，
每

年

必

ず

磨

日

上

最

も

日

數

:€
>
.少
い
月
.で
あ
.る
？
^̂

習
慣
即
ち
人
爲
的
要
素.に
も
歸
せ
し
め
.ち
れ̂

が
、
：，同
時
に
そ
の'頃
は
1:
の
H

i

す
る
時
期
で
あ
0
、

從

，
つ
卞
ー
，
.
部

は

自

然 

的
耍
素
に
も
歸
せ
し
め
ら
れ
る̂
で
あ
^

^

れ̂
ら
ば
每
年
規
則
班
し
く
繰
返
べ
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
季
節
指
數
は
假
令
事
實
は

. 

右
ニ
要
素
の
合
成
で&
.
.つ
て
も
、
：實
際
の
目
的
か
：ら
す
れ
 

必
ず
し
も
こ
、
を 

更
に
分
解
ず
る
必»
は
：な
^

と
も
言
へ
る
の.：で
''
|
>る
0 
.

:

.〈

く

併
し
率
節
變
動
を
生
ぜ.し
：め
る1

1原
因
'.は
ー
兀
：來

そ

：
の

性

質

を

異

に

す

る

.
名

の
で
、

--
*
方

の

.：
自

然

的

原

因

の

全
く
不
變
的
な
る
に
對
し 

他
方
の
人
爲
的
原
因
：は
多
大
の
程
度
に
可
變
的
な
る
も
0
,で
.あ
：る
.
0じ
一
月
の
：無

の

：寒
冷
な
る
事
は
不
變
的
事
實
と
：認
め
ら
.れ
る
が
、

そ
の
曆
日
0
少
.い
點
に
至
0
.
,
て
'は
、
若
し
新
た
に
十1
1ー
ケ.丹
制
そ
の
他
0
新
曆
が
採
用
さ
.れ
、
每
月
の；s

數
が
均
等
化
さ
れ
\
ば
忽
ち 

消

滅

す

る
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斯
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る

習

慣

や

制
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銃

計
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求
め
：た
季
節
指
數
を
そ
の
異
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合
成
要
素
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す
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事

は
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か
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極
め
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要
な
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で
あ
る
o
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に
こ
の
分
析
の
方
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は
高
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の
數
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作
を
必
要
と
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た
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は
極
め
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僅
く
、.我
國
に
於
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は
：そ
の
方.法
の
^
 ̂

で 

は

こ
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面
叱
於
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最
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結
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齎
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a
g
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は

主

と

；
し

，
て

こ

の

問

®

を
取
&
つ
た
孓
の
で
、X
彼
の「

_

■

の
爲
o.

高
等
數
學」(

H

OIhere 

M
a
t
h
e
m
a
t
i
k
,

 

1
9
2
9
)

も
可
成
り
の
頁
を
こ
れ
に
割
い
て
ゐ
る
。
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パ
ー
ソ
ン
ズ
の
季
節
指
數
算
出
法
を
說
明
す
る
爲
に
利
用
し
.た
べ
ル
リ
ン
市
場
割
引
利
率
の
季
節
變
動
表
を
稗
考
さ
れ
た
い
。
パ
ー 

ソ
.ン
ズ
法
に
ょ
つ
て
求
め
た
該
指
數
は
旣
述
の
如
く
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1S7

で
あ
るo

右
表
か
'ら
、{.
,
3年
末
の
指
數
の'大
な
る
事
は一

見
し
て
明
か
で
あ.る
が
、'同

時

，
に

各

四

半

期

未

即

ち

.：三
月
、
六
月
、
九
月
及
び 

十
二
月
の
指
擻
の
概
し
て
，大
な
る.事
も
認
め
ら
れ
る
。
斯
く
各
四
半
期
末
に
割
引
率
の
.高
ま
名
の
：は
、
畢
竟
べ
ル
.リ
ン
市
場
に
於
け
る 

決
濟
上
の
習
慣
に
基
く
も
の'で
、
從
て
人
爲
的
原
因
に

f

 
く
季
節
變
動
と
見
て
ょ
い
の
で
あ
る
。
反
之
*
年
末
に
特
に
高
ま
る
の
は
、 

農
産
物
の
.收
穫
に
隨
伴
す
る1
,
.般
的
結
果
で
あ
:-
1
)、
從
て
自
然
的
原
因
に
基<
季
節
變
動
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ'る
。
卜0
§
2

は
こ
の

、
 

V .

材
料
.か
ら
こ
の
雨
苕
の
分
離
を
行
は
ん
と
す.る

.0
-
ぺ

ヾ

，'
.
'
.
:
ぺス 

' 

氏
の
考
案
し
た
測
定
法
は
一
一
つ
あ
る
。
’
一：は
殆
ど
數
學
的
操
作
を
必
要
と
せ
ざ
る
素
朴
な
方
法
で
：あ
り
、
他
は
調
和
解
析
法
に
據
る 

複
雜
な
方
法
で
あ
：る
。
今
、
：
そ
の
簡
單
な
方
法
に
就
.て
見
.る
に
、
：季
節
指
數
の
高
ま
る
各
四
半
期
末
、
三
月
、
六
月
、
九
月
及
び
十
二 

月
の
：各
指
數
と
そ
の
各
々
の
隣
接
せ
る
月
の
指
數
の
差
は
平
均
十
三
で
あ
る
。
依
て
こ
の
十

一

一
一
を
以
て
直
ち
に
人
爲
的
季
節
指
數
と
見 

做
す
の
セ
あ
.つ
て
、
：'こ

れ

を

廉

示

す

れ

，
ぱ

.

.
'
, 

*

I 
如 

u
im
k
 
如

s
tD
J

w

tm
S

 

s

4
ba
4

n

 ̂

,季
節
變
動
'の
銃
計
的
測
定
に
就
て
 

七
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三
1
七
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^
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1
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,
1
3

ニ

な
る
0
.斯
く
て
自
然
的
季
節
指
激
は
原
指
數.か
ら
右
の
人
爲
的
指
數
を
控
除
し
た
殘
餘
に
ょ
つ
て
示
さ
れ
る
事
と
な
り
.
こ

れ

裏

.
:,
.

i
in
j
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.
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1

る
の
で

t

。

併
し
こ
の
方
法
に
於
て
は
各
四
半
期
末
の
月
の
靈
と
そ
の
隣

s

ら
、
平
均
な
f

の
..，

本
質
上
、
時
に
は
著1
く
實
際
と
異
つ
.た
結
果
に
到
達
す
る
憂
ひ
がt

o
故
に
h

厳
密
な
結
f

求
め
ん 

:

と
.せ

ば

、

次

，
の

第

|

..
0
方

法

に

據

ち

ざ

る

|:
得

な

，
い!0
で
ぁ
る
0
.
.

バ
丨
ソ
ン

K
Q

方

法

空

つH
f

め
I

去
壽
指
數
は
各
月

Q.

中
央
'に
つ
い
て
求
め
ら
れ
た
も
の.で
ぁ
る
か
ら
、

グ
■ラ 

フ
に
描
妙
ば±

1

の
f

連
結
し
た
直
醤
と
な
る
。
併
し
季
節
變
動
は
元
來
連
續
的
な
：る
べ
f

の
で
I

か
ら
、
事
實
は
か>
る 

直
線
圖
の
代
り
に
曲
線
圖
を
以
て
示
さ
る
べ
き
で
ぁ
る
。
故
把
上
記
の
直
線
に
最
も
鐘
せ
る
曲
管
當
嵌
め
る
の
が
む
妥
當
だ
と 

い
ふ
事
に
な
る
。
素
よ
り
か
、
る
直
線
圖
は.か
な
り
不
規
則
な
形
を
と
る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
、
求
む
る
曲
線
は
.簡
單
な
方
程
式
で
は 

: ^
は
さ
れ
-&
ぃ
笞
.で
ぁ
る
0
卜
.
0§
2
:
は
斯
く
て
右
の
材
料
に
っ
ハ
て

y
=

v oG +

 1
2
,
1
4
s
i
n
c
l
l
3
0
+
x
)
+
9
,
2
7
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^

.ま

.フ
丨
リ
ェ
曲
f

當
嵌
め
た
o
次
の
第
二
圖
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示

す

が

、
，
こ
.の
曲
線
が
甚
だ
ょ
く
季
節
指
數
に
接
近
し
て
居
る
事
は
容
易
に
窺
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。

，
斯

く

て

問

題

は

で

の

.フ
ー
リ
エ
曲
線
を
更fo
分
、解
す
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

L
o
r
e
n
z

は
こ
れ
を
次
の
一
一
つ
の
方
程
式
を
以
て
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の
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_

7
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|去
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(

1
0
1
,
5
0
+
4

ゃ
即
ち
上
圖

C
B
Vに
.於
'

v

點
線
を
以
て
示
さ
れ
た
曲
韻
は
•：

 

i

年
の
各
四
半
期 

末
の
直
前(

三
月
，
六
月
、
九
月
、
十
二
月.の
直
前
}
に
於
て
高
ま
り
、 

各
四
半
期
中
央
直
前(I

一
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
直
前

)

に 

於
：て
祗
.い
親
則
疋
；し
い
四
ヶ
の
波
狀
を
作
る0.
こ
の
波
狀
は
べ
ル 

y
ン
.金
融
市
場
の
傾
習.に
合g

す
る
：o
:
1日
す
れ
ぜ
右
の
方
程
式 

は
人
爲
的
原
因
に®
く
季
節
變
動
.を
：反
映
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ 

る
0
で
あ
る
0
:
0 

9

の
方
程
式
即
ち
B
ii
.の
實
線
を
以
て
示
さ
れ 

た
曲
線
は
勿
論
最
初
の
季
節
指
數
に
當
嵌
め
ら
れ
た
フ
.丨
リH

曲 

線
か
ら(

，
1 

>

の
方
程
式
：を
按
除
し
た
殘
餘
で
あ
る
。
然
る
に

(

一)

室

' 

(

1
H
1
•
九)

.

 ̂

咖

季
節
變
動
令
統
計
的.測
定
：
に
就
て
：



七
，六

C
l

ミ
！l
o

)
の
方
程
式
は
入
爲
的

g

因
道

く

季

節

靈

畫

す
か
ち
、

(

5

の
方
程
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今

こ

の

：
點

を

考

察

す

I

、
こ
の(

1
0

の
方
程
式
の
_
ず
曲
線
は
聯
邦
靈
貨
車
運
轉
猶
の
.季
節
指
數
の
曲
線
に
酷
似
し
て
居
る
が 

C

S 

>

後
者
は
5

迄
も
な
く
、
財
貨
取
引
量
を
反
映
ず
る
も
：の
で
あ
.る
o:
、そ

会

財

慕

引

量

が

篇

金 

へ
て 

密
弓
利
率
を
變
動
せ
し
め
る
事
は
特
に
指
，
.る
迄
も
&
い
0
:け
0沒

它

日
,;
<

「

故

に

こ
.o
r
l
pの
曲
線
の
酷
似
は
毫
も
不
思
議
で
は
な 

く
、
寧
ろ
吾
人
の
主
張
す
石
事
實
、
即
ち
フI
リ
キ
曲
I

援
用
し
て
季
節
指
.*
を
分
析
す
る
こ
と
は
經
濟
的
に
解
釋
し
ぅ
べ
き
合
衣
.
 

要
素
の
發
見
に
遵
く 

i
\A
;
ふ
事
實
を
更
に
•職

認

ず

る

も

：
の
：
で

あ

る

」

^

註
と
：
：

)

へ
，

〕

 

.

.
こ

の

べ

：
ル

リ

ン

.市
場
割
引
谓
率
季I

數
の
：

「
自
然
的」

要
素
秦
上
記
の
如i

過

業
 

.じ

く

結

局

第
:#
的

條

件

象

る

の

で

t

p

:こ
の1
麥

物
の
收
穫
が
と
の
建
に
鐵
道
輸
廣
量
や
資
金
■

次
る
儒
要
^:
.增
伽
せ
し
め
.る

衰

で

：
あ

：
々

、
：
年

首

の

下
、
へ春
期
の
若
干
の
上
昇 

及
び
夏
期
'0
低

下

等

も

同

歲

：
の

_

的
痛
赞
が
ら
充
分
に
說
明
が
.つ
く
の
セ
き

慕
變
動
壹
生
ぜ
し
：®■る
_
然
的
及
葉
爲
的
(£
>
ニ
原
因
は
、
上
掲
第|1

圖
B

I
す
通
り
、
或
る
時
期
に
は
同
一
の
方
向
に
働
い 

て
季
t l

指
勸
を
大
な
ら
し
め
る
が
、
又
或
る
時
期
に
は
反
對
の
方
向
に
働
い
て
或
る
麗
ま
で
囊
さ
れ
從
て
季
節
指
數
を
小
な
ら
し

め
る
.の
I

冬
。
斯

く

警

指

數

は
■

1
1

ケ
の
要
素
I

成

物

：
で

あ

る

事

が

、

：雲

指

數

を

こ
の
要
素
に
分
解
す
る
必
要
の
科
學
句 

极
據
を
な
す
の
.で
：あ
る
0
八
：；'
レ

、

.
^

素
よ
り
如
上
の
方
法
に
よ
つ
て
は
各
月
の
內
部
の
變
動
樣
態
は
知
る
を
得
な
い
。
蓋
し
與
へ
ら
れ
た
季
節
指
數
は
月
か
ら
月
へ
の
變 

動
を
一
！

$

す
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。L
o
r
e
n
z

tt
^
z)-

B
e
s
t
i
m
m
l
m

crqsgriinde 

fiir 

die 

S
a
i
s
o
n
s
c
h
w
a
n
k
u
n
g
e
n

 

des 

werliner 

M
a
r
k
-

diskonts

こ
に
於
て
は1

九
〇
六
年
五
月
一
日
よ
り
一
九

「

四
年
八
月
苎
十
日
ま
で
の
每
日
の
割
引
利
率
を
用
ひ
"

こ
の
八
年
間
の
全.

部
に
亙
つ
て
各
四
半
月
に
つ
いて
の
平
均
を
求
め
こ
れ
よ
り
パ
ー
ソ
ン
ズ
法
に
よ
つ
て
季
節
指
數
を
算
出
し
、
こ
の
指
數
を
ば
上
記
の

フ
1
リ
エ
曲
線
に
よ
つ
て
全
取
、
半
年
、
三
分
ー
年
丨
*
1十
三
分
1
年
、
二
十
四
分
一
年
等
の
變
動
に
分
解
し
て
ゐ
る
。
併
し
こ
れ
は

單
に
計
翦
の
可
能
性
を
示
す
に
留
ま
り
、
實
際
的
見
地
か
ら
は
無
意
味
，の
も
の
が
多
い

。
.

フ
ー
リ
H
fl
f
l線
の
適
;fl
'
に
よ
るL

o
i
z

の
.如
上
の
方
法
が
そ
の
他
の
經
濟
系
列
に
幾
何
の
程
度
ま
應
用
せ
ら
れ
る
か
は
今
後
の
硏

究
に
俟
つ
外
は
な
い
。
併
し
そ
の
可
能
性
は
右
の
'試
み
に
於
て
>

成
り
明
瞭
に
'私
さ
れ
た
と
言
へ
る
、
こ
の
方®-
Co
.今
後
の
發
達
は
充

分
期
待
じ
て
よ
い
で
ぁ
ら
ぅ
。
.
:'.
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季
’節
指
數
测
觉
に
關
す
石
方
法
は
、
今
迄
述
べ
た
通
り
喪
だ
多
®:
に
互
り
、
.そ
の
何
れ
を
採
る
べ
き
か
は
可
成
り
困
難
な
問
題
で
ぁ 

^

0#
し
轉
濟
齋
列
に
關
す
る
限1?
'
-に
於
て
は
、
、
パ
ー
ソ
ン
尤
の
連
環
比
率
法
が
大
體
に
於
'て
最
も
妥
當
と§

れ
る
。
こ
.の
事
ば
，
. 

.

齡

象

か

齡

計

的

伽

定

.：
に
龈
て

 

' 

七

七

(
一

三
一
二

〕
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季
I

のI

I

就
て
'

定

2

1

最

も
S

I

析
|

要

と

す

る

業

識

に

於

て

、

f

普

遍

的

に

こ

'
の

寿

篇

用

さ

れ

セ
.ゐ
る
事
實
，|

も
窺
べ
る
0 -
.裏
 

そ
の
I

方

法

が

羅
I

I

大
な
缺
陷
と
£

れ
る
が
、
愉
の
方
法
とf

必
ず
し
も

少
と
も
I

I

出

せ

ん

ぎ
€

1

、
如
何
な
る
方
法
にi

f

、

I

Q
困
難
は
初
め
t

l

せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ 

る
。
野

村

蒙

調
I

.
で
は
、
與
へ
ら
れ
た
原
數
を
各
年一
月
を
百
と
す
る
指
數
に
換
第
し
、
各
月
を
平
均
す
る
簡
便
法
を
採
つ
た

が

、

斯
か
る
方
法
莫
8

§

產

る

.
i

s

5
そ
1

1
馨

f

 
|

證

_

す
べ
き
I

、
I

I

I

言
明
す
る

?

く
'.
斯
く
す
れ
ば
1
歩
變
動(
長
撕
條
向)

を
齡
視
す
裏
が
出
來」

る
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。該
，
杳
：部
の
濃
し
たr

經
濟 

界
季
顧
的
變
動
S

P

が
V
そ
i

富
な
材
料
に
拘
ら
，ず
、
科
學
的
蕋
さ
に
於
て
聊
か
缺
く
る
所
あ
る
の
は
こ
れ
が

§

あ
る
。
こ 

れ
に
反
し
、National 

w
u
i of 

E
c
o
n
l
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H

I

は
士
ー
ヶ
月
移
励
平
均
か
ら
の
相
對
的
偏
差
皇
礎
と
也
る
も
の
で
、
こ
の
方
法
：のI

I

は
旣
に
上
に
述
べ
た通
り 

て
あ
る
。
炉
し
ハ1
ソ
ン
ズ
の
趣
摄
比
率
免
の
ょ
り

j

般
に
應
用
さ
ル
て
ゐ
る
事
は
上
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

f

な
る
方
法
に
ょ
る
を
問
は
ず
、
季
節
指
數
の
莫
出
は
、

一
切
の
統
計
的
解
抓
の
本
質
上
、
棍
等
長
期
に
互
る
材
料
に
摅
る
べ
き 

事
は
言
ふ
f

な
い
0
併
し
同
時
に
忘
れ
て
ぼ
ら
ぬ
事
は
、
材
料
が
長
期
間
に
.互
れ
ば
瓦
る
ほ
ど
、
季

薦

動
の
■

は
小
さ
く
な
る 

倾

富

る

と

い
ふ
事
で
あ
る
。
こ
れ
は#
襲

働
.即
ち
月
か
ら
月
へ
の
麗
は
決
し
て
常
に
同
一
の
紙
態
を
示
す
も
の
で
な
く

 >•

年
に 

ょ9

て
多
少
Q

f

l
免
れ
な
い
か
ら
、
拿

に
f

材
料
に
於
て
は
、
各
月
の
露

振

幅

が

#

と
も
相
殺
さ
れ
る
倾き
が
あ
る 

力
ら
で
あK

故
に
同
一
現
象
に
關
す
る

1
1

つ
の
異
る
時
撕
の
季
篇
數
を
比^ -
す
る
場
合
、
例
へ
ばA
.商
&

戰
前
及
び
戰
复
ニ

つ
の
季
節
指
數
を
比.較

す

る

場

合

、

若

し

材

料

の

期

間

が

雨

翁

に

於

て

：
大

.^
に

相

違

す

れ

ば

フ

正

確

教

比

較

妨

不

可

廊

义

な

ぶ

か

も

知 

れ

な

いo:
で

あ

る

.
。
：

…

.
パ

1

度
び
算
出
さ
れ
た
季
靳
指
數
菸
幾
何
办
妥
當
饊
圍
を
有
す
各
か
は
、
勿
論

1

般
的
に
云
々
す
る
を
得
な
い
。
単
に
南
然
的
原
因
の
み 

に
ょ
つ
.て
潇
.さ
れ
る
季
節
變
動
、'例
へ
ば
溫
度
、
降
雨
觉
の
如
き
も
の
は
、
そ
の
原
因
が
大
體
に
於
て
不
變
的
な

I
の
で
あ
る
か
ら
丨 

そ
の
季
節
指
數
は
必
然
永
久
的
安
當
範[|
1
を
有
す
る
譯
け
で
あ
る
。
反
.^
、
人
爲
购
原
因
の.多
く
作
用
す
る
現
象
に
於
て
は
、
そ
の
原 

因
が
著
し
く
可
變
的
で
あ
る
關
係
か
ら
、
そ.の
季
節
指
數
は
比
較
的
短
期
間
し
か
安
當
し
な
い
。
經
濟
現
级
は
最
も
蒂
し
く
人
爲
的
原 

因
に
左
私
さ
れ
る
如
らV 

.
經
濟
系
列
：に
就
て
の
季
節
撥
數
は
絕.え
.ず
新
ら
し
く
計
箅
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
いo
そ
し
て
經
濟
系
列
に
於
け 

る
季
節
指
數
が
時
と
共
に
增
加
す
る
か
減
少.す
る
か
は
、.
そ
の
を
'
0'
系
列
に
0
，い
で
硏
豸
ず
る
外
に
こ
れ
を
知
る
途
は
な
い
の
で
あ 

る
。
單
に
各
.種
商
品
價
格
の
季
節
變
動
の
み
を
見
て
も
、
こ
れ
を
戰
前
と
戰
後
と
比
.較
す
れ
ば
、
.概
し
て
戰
後
の
指
數
の
增
加
が
認
め

I

農

/

.
寧

参

し

I

置

l

g

。
：

.
：

變
動
の
振
幅
に
つ
い.て
言
ひ
ぅ
る
事
は
、
向.時
に
或
る
程
度
ま
で
は
そ
の
時
相

(

指
數
の
上
昇
及
び
下
降
の
時
期
}
に
つ
い
て
も
言
ひ 

ぅ
る
。
併
し
大
部
分
の
系
列
に
於
セ
、
そ
の
時
相
は
振
幅
に
：比
す
れ
ば
著

.し
く
固
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
^
情
は
凡
て
實
證
的
硏
究 

に
ょ
つ
で
の
み
明
か
と
な
石
も0:
で
、
、本
徹
の
直
接
の
間
題
食
ば
な
い0.
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